
【改訂版（令和８年１０月８日改訂）】 

九州大学生体防御医学研究所 学際生命科学部門教授募集 

職  種：教授 

募集人員：１名 

応募締切：令和８年１１月６日（金）正午必着 ※当初の応募締切（令和８年１０月９日（金）

正午必着）を延長しました。 

当該部門の概要：生体防御医学研究所では、ナノスケールレベルの膨大な分子群の動態を理解し

つつ、細胞・組織・個体レベルで再帰的に理解するデータ駆動型の新たな横断的研究

領域の創出を担う学際生命科学部門を設置しました。医学生物学研究の革新となる本

融合領域研究を切り拓くため、国内外からナノ分子構造生命科学、オミクス、細胞組

織学、大規模データ情報解析（DX）、あるいは新規開発技術の社会実装に取り組む気

鋭の研究者を採用します。今回、本部門に医学・生物学系の教授１名を公募します。 

１分野の構成：教授 １名 助教 １名 

顕著な業績を上げた場合は、助教の追加配置を行う場合があります。 

研究分野：今回は、分子から個体にわたる幅広い医学・生物学の分野において、世界最先端の生

体防御医学領域の研究を推進する意欲のある方を１名募集します。分野（研究室）名

称は新たに決定することが可能です。 

応募資格：生命科学の分野で顕著な業績をあげ、研究と教育にすぐれた指導能力を有する者。原

則として博士号取得者とします。大学院教育においては、医学系学府又はシステム生

命科学府のいずれか、もしくは両方を担当していただきます。 

日本語能力は応募要件としません。大学院教育は英語又は日本語で担当していただく 

ことができます。 

支援： 

 • 赴任時に研究室セットアップの費用を支援します。 

 • 当研究所は最先端の研究機器を整備しており、研究推進ユニットが各種研究支援を提供し

ます。 

任  期：５年 

この間の業績に応じて再任の可否を審査いたします（当研究所では任期制を導入してお

り、本職にも適用されます）。 

 

提出書類： 

①推薦書（様式任意） 

②履歴書（様式１） 

③業績目録（様式２－１〜２－６）（原著論文（査読ありのみ）、国際学会 Proceedings、

総説、著書、シンポジウム・招待講演、学会賞、特許等） 

④研究費採択状況一覧（最近５年間）（様式３） 

⑤全論文リスト（様式４）※参考情報として用います。インパクトファクター、被引用

数等の指標は記載しないでください。 

⑥これまでの研究内容と今後の方向性（日本語または英語でそれぞれＡ４紙１枚程度） 

⑦懲戒処分等に関する申告書（様式５） 

※②③④⑤⑦については、本研究所所定の様式（日本語版または英語版のいずれでも 

可）にてご提出願います。 

※様式１（履歴書）の生年月日、性別及び旧姓は、選考における評価項目ではありま 



せん。なお、性別及び旧姓は任意記入項目です。 

※選考は、研究の質・独創性・インパクト及び研究・教育の指導力を総合的に評価し 

て行います。 

    ※各種様式は、下記 URL からダウンロードできます。 

https://archive.iii.kyushu-

u.ac.jp/public/ayaCABJJvnOZR_ITjj42OmW79dYDU3y5SZodKBOYIaCr 

着任時期：採用決定後のできるだけ早い日（応相談） 

書類提出先、提出方法： 

＜郵送による応募の場合＞ 

〒８１２－８５８２ 福岡市東区馬出３－１－１ 

九州大学医系学部等事務部総務課人事第二係 

※封筒に「生体防御医学研究所教授候補者応募書類在中」と朱書し書留で送付願います。 

＜オンライン応募の場合＞ ※海外からの応募はオンライン応募を推奨します。 

提出書類一式を１つのフォルダにまとめて、九州大学ファイル共有システム（Proself）

の以下URLへアップロードしてください（PDF、Word、Excelのみ）。各ファイル名は「応

募者氏名_書類名」、フォルダ名は「応募者氏名」としてください。 

https://archive.iii.kyushu-

u.ac.jp/public/8y58ApVJKEOMOeQtBB45mwif50tCs6nVrvo37i0xYKoV 

パスワードは不要です。 

なお、アップロードした旨を、メールにて ijsjinji2@jimu.kyushu-u.ac.jp（医系学部等

事務部総務課人事第二係）へご連絡ください。 

※応募書類に含まれる個人情報は本選考の目的にのみ使用し、九州大学の個人情報保 

護に関する規程に従って取り扱います。応募書類は返却いたしません。 

問い合わせ先： 

〒８１２－８５８２ 福岡市東区馬出３－１－１ 

九州大学生体防御医学研究所学際生命科学部門 

教授候補者選考委員会委員長 大川 恭行 

電話 (092)642-4534  E-mail: ohkawa.yasuyuki.508@m.kyushu-u.ac.jp 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/index.html 

職業安定法に基づく明示事項 

（１）業務内容 

   教育・研究 

（２）就業場所 

   生体防御医学研究所（福岡市東区馬出３－１－１） 

（３）就業時間、休憩時間、時間外労働 

   同意に基づき、専門業務型裁量労働制（みなし労働時間：７時間４５分）となります。 

（４）休日 

   土日、祝日、１２／２９～１／３ 

（５）賃金 

   年俸制（令和２年４月１日導入の年俸制） 

   なお、年俸額については経験等に基づき本学の関係規程により決定します。 

https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/ayaCABJJvnOZR_ITjj42OmW79dYDU3y5SZodKBOYIaCr
https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/ayaCABJJvnOZR_ITjj42OmW79dYDU3y5SZodKBOYIaCr
https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/8y58ApVJKEOMOeQtBB45mwif50tCs6nVrvo37i0xYKoV
https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/8y58ApVJKEOMOeQtBB45mwif50tCs6nVrvo37i0xYKoV


（６）加入保険 

   雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金 

（７）募集者の氏名又は名称 

   九州大学生体防御医学研究所 

（８）受動喫煙防止の状況 

   敷地内全面禁煙 

（９）求職時のハラスメントに関する相談窓口 

      九州大学ハラスメント対策推進室 

     （TEL：092-802-6091 E-mail：syjsoudan@jimu.kyushu-u.ac.jp） 

その他： 

• 選考の過程で、馬出キャンパスにおいてセミナー、または遠隔会議システムでのセミナー

をお願いする場合があります。 

• 九州大学では「ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン推進宣言」に基づき、教

育・研究・雇用における機会均等と多様性尊重を推進しています。 

九州大学 HP＞九州大学について＞大学の取組＞ダイバーシティ、エクイティ、インクルー

ジョンの促進 

 https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/approach/diversity-equity-inclusion/ 

• 九州大学では以下のように教員の研究環境向上のための支援を実施しています。 

– 研究費獲得支援 

– 主に若手研究者を対象とした支援 

– 出産・育児などのライフイベントに伴う研究継続支援 

九州大学 HP＞九州大学について＞教員・職員公募情報＞研究者支援制度一覧  

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/career/support 

• 学生の安全な学修・就業環境を確保するため、文部科学省の要請に基づき、過去に学生に

対するセクシュアル・ハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分等を受けたこと

があるか否かについて、様式５「懲戒処分等に関する申告書」により応募者全員に申告を

お願いしています（履歴書への記載は不要です）。申告書は秘密として取り扱います。虚

偽の記載があった場合には、採用取消や懲戒処分等の対象となることがあります。 

• 本公募要領は令和８年１０月８日に一部変更しました。変更前の様式で既に提出された書

類もそのまま有効です。詳細は「公募要領の一部変更について（お知らせ）」をご覧くだ

さい。 

  

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/approach/diversity-equity-inclusion/
https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/career/support


令和８年１０月８日 

生体防御医学研究所学際生命科学部門教授公募 

 公募要領の一部変更について（お知らせ） 

 

九州大学生体防御医学研究所 教授候補者選考委員会 

現在公募中の学際生命科学部門教授（募集人員１名）について、本公募を国内外に広く周知す

るため英語版公募要領を公開するにあたり、応募者間の公平性を確保するとともに国際的な採

用・研究評価の観点を踏まえ、公募要領および応募様式の一部を下記のとおり変更します。既に

応募書類を提出された方、準備中の方にはご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどお願い申し上

げます。 

 

１．変更内容 

項目 変更後（変更内容） 変更前 

応募締切 令和８年１１月６日（金）正午必着 令和８年１０月９日（金）正午必着 

公募要領：応募様式全

般 
日本語版に加え、英語版を作成。 日本語版のみ。 

公募要領：応募資格 応募資格に日本語能力は応募要件と

しない旨を明記。 

（記載なし） 

様式１：履歴書（提出

書類②） 

・生年月日・性別・旧姓は選考にお

ける評価項目ではないこと。性別及

び旧姓は任意項目であることを明

記。 

・「賞罰」欄は「受賞歴」に変更。 

生年月日・年齢・性別・旧姓を記載。 

提出書類⑤の変更 全論文リスト（様式４）に変更。参

考情報として用い、インパクトファ

クター等の指標は記載を求めない。 

教授選ＩＦ等一覧表（様式４） 

インパクトファクター等の指標の記載を

求めるもの。 

これまでの研究内容と

今後の方向性（提出書

類⑥） 

英語または日本語での提出とする。 日本語のみ。 

提出書類⑦の様式追加 様式５「懲戒処分等に関する申告

書」により申告（履歴書への記載は

不要）。目的・秘密保持を様式に明

記。 

懲戒処分等の有無を履歴書等に記載。 

 

２．既に応募書類を提出された方の取扱い（経過措置） 

• 変更前の様式で提出された書類はそのまま有効です。再提出は不要です（希望される場合

は改訂様式での差替えも受け付けます）。 

• 旧様式の「教授選ＩＦ等一覧表」は、提出の有無にかかわらず、全応募者について選考に

用いません。 

• 旧様式の履歴書に記載された生年月日・年齢・性別・旧姓は選考に用いません。 

 

 



• 様式５「懲戒処分等に関する申告書」のみ、令和８年１１月６日（金）正午必着までに追

加でご提出ください（署名済み様式のスキャン（PDF）をメールで人事第二係 

ijsjinji2@jimu.kyushu-u.ac.jp へお送りいただくか、Proself へアップロードしてくだ

さい）。 

 

３．改訂版の入手先 

改訂版公募要領および応募様式（日本語版・英語版）は JREC-IN 及び九大 HP からダウンロー

ドできます。 

 

４．問い合わせ先 

〒８１２－８５８２ 福岡市東区馬出３－１－１ 

九州大学生体防御医学研究所学際生命科学部門 

教授候補者選考委員会委員長 大川 恭行 

電話 (092)642-4534   

E-mail: ohkawa.yasuyuki.508@m.kyushu-u.ac.jp 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/index.html 



Medical Institute of Bioregulation, Kyushu University 

Call for Applications: Professor 

Department of Multidisciplinary Life Science 

 

Position Professor 

Number of positions One (1) 

Application deadline Must be received by noon on Friday, November 6, 2026. *The original 
application deadline (noon on Friday, October 9, 2026) has been extended. 

Start date As early as possible after the appointment decision (negotiable) 

Term of appointment Five (5) years, renewable subject to review (see below) 

Location Maidashi Campus, Kyushu University, Fukuoka, Japan 

 

About the Department 

The Medical Institute of Bioregulation (MIB) has established the Department of Multidisciplinary Life 
Science to create a new, data-driven, cross-disciplinary research area that seeks to understand the 
dynamics of vast numbers of molecules at the nanoscale while interpreting them recursively at the 
cellular, tissue and organismal levels. To pioneer this integrative field, which promises to transform 
research in medicine and biology, the Institute is recruiting outstanding researchers at any career stage, 
from Japan and abroad, working in nanoscale molecular and structural life science, omics, cell and tissue 
biology, large-scale data analysis and informatics (digital transformation, DX), or the societal 
implementation of newly developed technologies. We now invite applications for one Professor position 
in medicine or biology in this Department. 

Composition of the Laboratory 

One Professor and one Assistant Professor. 

An additional Assistant Professor position may be allocated in recognition of outstanding achievements. 

Research Field 

We seek one individual who is motivated to advance world-leading research in the medical bioregulation 
field across a broad range of medicine and biology, spanning molecules to whole organisms. The name of 
the laboratory (Division) may be newly determined. 

Qualifications 

Applicants must have an outstanding record of achievement in the life sciences and excellent ability to 
lead both research and education. As a rule, a doctoral degree is required. The successful candidate will be 
responsible for graduate education in the Graduate School of Medical Sciences and/or the Graduate 
School of Systems Life Sciences. 

Japanese language proficiency is not a requirement for this position; applications from researchers of all 
nationalities are welcome. Graduate teaching may be conducted in English or Japanese. 

Support 

• Funding for laboratory set-up will be provided upon appointment. 

• The Institute is equipped with state-of-the-art research instrumentation, and its Research 
Promotion Unit provides a wide range of research support services. 

• Support with visa procedures in English is available for appointees from outside Japan. 



Term of Appointment 

Five (5) years. 

Reappointment will be considered on the basis of achievements during this period. The Institute operates 
a fixed-term appointment system, which applies to this position. 

Application Documents 

1. Letter(s) of recommendation (free format). Letters may be submitted by the applicant or sent 
directly and confidentially by the referee to the address below. 

2. Curriculum vitae (Form 1) 

3. List of achievements (Forms 2-1 to 2-6: original peer-reviewed articles; international conference 
proceedings and review articles; books; symposia and invited lectures; academic awards and 
patents) 

4. List of research grants awarded (past five years) (Form 3) 

5. Complete list of publications (Form 4). This list is used as reference information only; no journal or 
article metrics are to be entered. 

6. Summary of research to date and future research plans (in English or Japanese; approximately one 
A4 page each) 

7. Signed declaration regarding prior disciplinary action (Form 5; see "Additional Information" below) 

* Please submit items 2,-5, and 7 using the forms prescribed by the Institute (either the Japanese or 
English version is acceptable). 

* Date of birth, gender, and former surname (maiden name) on Form 1 (Curriculum Vitae) are not 
criteria used for the selection process. Please note that providing gender and former surname is 
optional. 

* The selection process involves a comprehensive evaluation of the quality, originality, and impact 
of the research, as well as leadership capabilities in research and education. 

* The various forms can be downloaded from the URL below: 

https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/ayaCABJJvnOZR_ITjj42OmW79dYDU3y5SZodKBOYIaCr 

   

Start Date 

As early as possible after the appointment decision (negotiable). 

Selection Process 

Applications will be reviewed by the Professor Selection Committee. Shortlisted candidates will be invited 
to give a seminar and attend an interview, either at the Maidashi Campus or by video conference.  

How to Apply 

Applicants outside Japan are encouraged to apply online. 

By post 

Personnel Section II, General Affairs Division, Administrative Office for Medical Sciences, Kyushu University 

3-1-1 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka 812-8582, Japan 

Please write “生体防御医学研究所教授候補者応募書類在中” (“Application documents for Professor 

candidate, Medical Institute of Bioregulation”) in red on the envelope and send by registered mail. 

Online 

Place all application documents in a single folder and upload it to the Kyushu University file-sharing system 
(Proself) at the URL below (PDF, Word and Excel files only). Name each file 
“ApplicantName_DocumentName” and the folder “ApplicantName”. 



Upload URL: https://archive.iii.kyushu-
u.ac.jp/public/8y58ApVJKEOMOeQtBB45mwif50tCs6nVrvo37i0xYKoV 

No password is required. 

After uploading, please notify Personnel Section II, General Affairs Division, Administrative Office for 
Medical Sciences, by e-mail at ijsjinji2@jimu.kyushu-u.ac.jp. 

Personal information contained in application documents will be used solely for the purpose of this selection and will 
be handled in accordance with Kyushu University's personal information protection rules. Application documents will 
not be returned. 

Contact 

Prof. Yasuyuki Ohkawa, Chair, Professor Selection Committee 

Department of Multidisciplinary Life Science, Medical Institute of Bioregulation, Kyushu University 

3-1-1 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka 812-8582, Japan 

Tel: +81-92-642-4534    E-mail: ohkawa.yasuyuki.508@m.kyushu-u.ac.jp 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/index.html 

Terms and Conditions of Employment 

(Matters to be disclosed pursuant to the Employment Security Act of Japan) 

(1) Duties Education and research 

(2) Place of work Medical Institute of Bioregulation (3-1-1 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka) 

(3) Working hours, breaks and 
overtime 

Subject to the employee's consent, the discretionary labor system for 
professional work applies (deemed working hours: 7 hours 45 minutes 
per day). 

(4) Days off Saturdays, Sundays, national holidays, and December 29 to January 3 

(5) Salary Annual salary system (the annual salary system introduced on April 1, 
2020). The annual salary is determined in accordance with the 
University's relevant regulations, taking into account experience and 
other factors.  

(6) Insurance Employment insurance, workers' accident compensation insurance, 
health insurance and employees' pension insurance 

(7) Employer Medical Institute of Bioregulation, Kyushu University 

(8) Passive smoking prevention Smoking is prohibited throughout the campus. 

(9) Consultation Desk for 
Harassment Related to Job 
Seeking 

Kyushu University Harassment Prevention and Promotion Office 

 Tel: +81-92-802-6091 

 E-mail: syjsoudan@jimu.kyushu-u.ac.jp 

 

Additional Information 

• In accordance with its Commitment to Diversity, Equity and Inclusion, Kyushu University promotes 
equal opportunity and respect for diversity in education, research and employment. 
https://www.kyushu-u.ac.jp/en/university/approach/diversity-equity-inclusion/ 

• Kyushu University offers the following support to enhance the research environment for faculty 
members: 

– Support for obtaining research funding 

– Support primarily for early-career researchers 

https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/8y58ApVJKEOMOeQtBB45mwif50tCs6nVrvo37i0xYKoV
https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/public/8y58ApVJKEOMOeQtBB45mwif50tCs6nVrvo37i0xYKoV
mailto:ijsjinji2@jimu.kyushu-u.ac.jp
mailto:ohkawa.yasuyuki.508@m.kyushu-u.ac.jp
http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/index.html
https://www.kyushu-u.ac.jp/en/university/approach/diversity-equity-inclusion/


– Support for continuing research during life events such as childbirth and childcare 

  https://www.kyushu-u.ac.jp/en/university/career/support 

• Declaration regarding prior disciplinary action.  

To ensure a safe learning and working environment for students, and in accordance with a request 
from the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), all applicants are 
required to declare—using Form 5, "Declaration Regarding Disciplinary Actions, etc."—whether they 
have previously been subject to disciplinary action or similar measures due to sexual violence, 
including sexual harassment, against students (this information need not be included in the CV). All 
declarations will be treated confidentially. Please note that providing false information may result in 
the revocation of an employment offer or disciplinary action. 

• These application guidelines were partially revised on October 8, 2026. Documents already 
submitted using the previous version of the form remain valid. For details, please refer to the notice 
titled "Regarding Partial Revisions to the Application Guidelines." 
 

  

https://www.kyushu-u.ac.jp/en/university/career/support


                                       【改訂版（令和８年１０月８日改訂）】 

応募様式（改訂版） 

九州大学生体防御医学研究所 学際生命科学部門 教授公募 

＞＞記入要領＜＜ 

1. 記入例に従って、A4 用紙にご記入ください（上下左右に約 2.0cmの余白）。様式は日本語

版・英語版のいずれを用いても構いません。 

2. 様式１（履歴書）の生年月日、性別及び旧姓は、選考における評価項目ではありません。

なお、性別及び旧姓は任意記入項目です。 

3. 履歴書の職歴について、九州大学における在職期間がある場合は、ティーチングアシスタ

ント・リサーチアシスタント・短期雇用職員等の職種に関わらず、すべて記入してくださ

い。 

4. 応募者全員が、別紙様式５「懲戒処分等に関する申告書」を提出してください。履歴書に

は当該事項を記載しないでください。 

5. 業績目録（様式２－１〜２－６） 

(1) 「（１）原著論文」「（２）国際学会 Proceedings、総説」「（３）著書」「（４）シ

ンポジウム、特別講演、国際会議招待講演」「（５）学会賞、特許等」に分けて、それぞ

れ別葉で古いものから年代順に記載してください。 

(2) 共著者がある場合、共著者名を掲載順に記載し、本人のところにアンダーラインを付し

てください。 

(3) 「（１）原著論文」については、査読ありのみを記載してください。また、代表的な原

著論文１０編の番号に○印を付してください。 

(4) 「（２）国際学会 Proceedings、総説」は、査読の有無を明記し、様式２－３を参考に

記載してください。 

(5) 「（４）シンポジウム、特別講演、国際会議招待講演」については一般演題を除いて記

入してください。 

(6) 発行年及び発表年は西暦で記載してください。 

(7) 受理済の論文に関しましては、必ず掲載証明書を添付してください。掲載証明書のない

受理済の論文は記載しないでください。 

6. 研究費採択状況一覧（様式３） 

(1) 分担金額は、個人に配分された金額を記入してください。個人に配分されていない場合

は、助成金額を（ ）内に記入し、それを研究者数で割り、１人当たりの金額を算出して

ください。 

(2) 複数年度にわたり採択された研究種目は、各年度毎に配分された金額を記入してくださ

い。複数年度分が一括して配分されている場合は、配分年数で割った金額をそれぞれの年

度に記入してください。 

(3) 金額は千円単位です。外貨建ての助成金は採択時点の概算レートで円換算し、備考欄に

元の通貨と金額を記載してください。 

7. 全論文リスト（様式４、Excel）：様式２－２〜２－４と同じ番号を付して全論文を記載し

てください。本リストは参考情報として用います。インパクトファクター、被引用数等の

指標は一切記載しないでください。 

  



（様式１） 

履 歴 書 

（令和○年○月○日現在） 

ふりがな／氏名 ふりがな： 

氏名： 

生年月日 選考には用いません 

性別（任意） 任意記入・選考には用いません 

業績発表時に使用した別名 

（旧姓等）（任意） 

任意記入・選考には用いません 

所属・職種  

所属先住所 〒 

電話： 

e-mail： 

連絡先住所 

（所属先と異なる場合） 

〒 

電話： 

e-mail： 

 

学歴 

大学（学部）卒業以降、古いものから年代順に。西暦 年月日 学校名・学部・研究科 卒業／入学／修了等 

例）1992 年 3 月 27 日 九州大学医学部卒業 

例）2000 年 3 月 27 日 九州大学大学院医学研究科外科系専攻修了 

 

 

 

学位 

西暦 年月日 学位名（授与機関）  例）2000 年 3 月 27 日 医学博士（九州大学） 

 

 

免許等（該当する場合） 

医師免許、専門医等。該当がない場合は空欄で構いません。 例）1992 年 5 月 6 日〇〇免許（第 xxxx 号） 

 

 

職歴 

古いものから年代順に。九州大学における在職期間は職種を問わずすべて記入。最後に「現在に至る」。 

例）1996 年 4 月 1 日 九州大学大学院医学研究科リサーチアシスタント 

    2000 年 3 月 27 日 同上辞職 

 



 

 

 

所属学会等 

学会名（役職：年～年）、編集委員、各種委員等 

 

 

 

受賞歴 

受賞名、授与機関、年月（詳細は様式２－６にも記載可） 

 

 

  



（様式２－１） 

業績目録内容 
 

令和  年  月  日現在  氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

区分 編数 

（１）原著論文（査読ありのみ） ○○編（筆頭 ○○編） 

（２）国際学会 Proceedings、総説 ○○編（欧文 ○○編） 

（３）著書 ○○編（欧文 ○○編） 

（４）シンポジウム、特別講演、国際会議招待講演 

（過去５年間） 

○○件 

（５）学会賞、特許等 ○○件 

  



（様式２－２） 

業 績 目 録 

 原著論文（査読ありのみ。欧文に限る。） 

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  No. ＿＿＿ 

古いものから通し番号を付し、本人にアンダーライン。代表的な原著論文１０編に○印。形式：著者: 題名. 誌

名 巻(号): 頁, 年 

① Kyudai T, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S, Hakata G: Long-term results of esophagectomy for 

early esophageal carcinoma. Hepatogastroenterology 40(3): 203-206, 1993 

② Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T, Fukuoka S: Absorption cytometric DNA analysis of sections 

of gastric carcinomas and a comparison with cytofluorometry of single-cell suspensions and flow 

cytometry. Nature Genetics 14(3): 106-109, 1996 

（上記は記載形式の例です。） 

 

 

 

 

 

 

  



（様式２－３） 

業 績 目 録 

国際学会 Proceedings、総説 

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  No. ＿＿＿ 

古いものから年代順に。本人にアンダーライン。各項目の末尾に（査読 あり／なし）を明記。 

① Kyudai T, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S, Hakata G: Long-term results of esophagectomy for 

early esophageal carcinoma. Hepatogastroenterology 40(3): 203-206, 1993（査読 なし） 

② 福岡 四郎, 博多 五郎, 九大 太郎：多発性大腸癌の臨床病理学的研究. 胃と腸 32(8): 1019-1026, 

1997（査読 あり） 

（上記は記載形式の例です。） 

 

 

 

 

 

 

  



（様式２－４） 

業 績 目 録 

著 書 

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  No. ＿＿＿ 

古いものから年代順に。本人にアンダーライン。分担執筆は編者・書名・頁・出版社・発行地・年を記載し（分

担執筆）と付記。 

① 九大 太郎：新外科学大系. 中山書店, 東京, 1990 

② Kyudai T: Regulation of the Ca-force relationship in permeabilized arterial smooth muscle. In: 

Moreland RS (ed): Advances in Experimental Medicine and Biology Vol 304. pp.111-127, Plenum 

Publishing Company, New York, 1991（分担執筆） 

（上記は記載形式の例です。） 

 

 

 

 

 

 

  



（様式２－５） 

業 績 目 録 

シンポジウム、特別講演、国際会議招待講演（過去５年間） 

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  No. ＿＿＿ 

一般演題を除く。古いものから年代順に。本人にアンダーライン。題名、学会名、年月日、開催地、種別（シン

ポジウム／特別講演／招待講演）を記載。 

① 九大 太郎：人工関節全置換術とその問題点. 日本外科系連合学会学術集会. 1990 年 6 月 23 日, 神戸

（特別講演） 

② Kyudai T, Hakozaki S, Fukuoka S, Maidashi J: Differentiation effect of a rat bone marrow 

preadipocyte cell line (RCE A16) on a rat myelomonocytic leukemia cell line (c-WRT-7). The 19th 

Annual Meeting of International Society of Experimental Hematology. August 26-30, 1990, Seattle, 

USA (Symposium) 

（上記は記載形式の例です。） 

 

 

 

 

 

 

  



（様式２－６） 

業 績 目 録 

学 会 賞、特 許 等 

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  No. ＿＿＿ 

古いものから年代順に。受賞は授与機関・賞名・年月、特許は発明者・名称・番号・国・年・状況（登録／出願

中）を記載。 

① 九大 太郎：日本消化器外科学会研究奨励賞 1990年 10 月 

② 九大 太郎：日本外科学会賞 1999 年 4 月 

（上記は記載形式の例です。） 

 

 

 

 

 

 



Application Forms for the Position of Professor 

Department of Multidisciplinary Life Science, Medical Institute of Bioregulation, Kyushu University 

Instructions for Completing the Forms 

1. Complete the forms on A4 paper following the examples below (margins of approximately 2.0 cm 
on all sides). The forms may be completed in English or Japanese; either version of the prescribed 
forms may be used. 

2.  Date of birth, gender, and former surname on Form 1 (Resume) are not evaluation criteria in the 
selection process. Please note that providing gender and former surname is optional. 

3. Employment history (Form 1): if you have previously been employed at Kyushu University in any 
capacity, including as a teaching assistant, research assistant or short-term employee, list all such 
periods. 

4. Declaration (Form 5): all applicants must submit the separate Declaration Regarding Prior 
Disciplinary Action (Form 5). Do not include this information in the curriculum vitae. 

5. List of Achievements (Forms 2-1 to 2-6): 

(1) Use a separate sheet for each of the categories “(1) Original articles”, “(2) International conference 
proceedings and review articles”, “(3) Books and book chapters”, “(4) Symposia, special lectures and 
invited lectures at international conferences” and “(5) Academic awards, patents, etc.”, and list the 
items in chronological order, oldest first. 

(2) List all co-authors in the published order and underline your own name. 

(3) In “(1) Original articles”, include peer-reviewed articles only. Mark the numbers of up to ten 
representative original articles with a circle (○). 

(4) In “(2) International conference proceedings and review articles”, indicate for each item whether it 
was peer-reviewed (see Form 2-3). 

(5) In “(4) Symposia, special lectures and invited lectures”, exclude general (contributed) presentations. 

(6) Give all years in the Western (Gregorian) calendar. 

(7) For articles accepted but not yet published, attach proof of acceptance. Do not list accepted articles 
without proof of acceptance. 

6. Research Grants (Form 3, Excel): 

(1) Enter the amount allocated to you personally. If the grant was not allocated to individuals, enter the 
total grant amount in the “Total grant” column and divide it by the number of investigators to 
obtain the per-person amount. 

(2) For multi-year grants, enter the amount allocated in each fiscal year. If the full amount was 
allocated at once, divide it by the number of years and enter the resulting amount for each year. 

(3) Amounts are in thousands of Japanese yen. Convert grants awarded in other currencies at the 
approximate exchange rate at the time of the award, and note the original currency and amount in 
the “Notes” column. 

7. Complete List of Publications (Form 4, Excel): list all publications, numbered consistently with Forms 
2-2 to 2-4. This list is used as reference information only. Do not enter journal impact factors, 
citation counts or any other journal or article metrics. 

  



Form 1 

Curriculum Vitae 

As of: (Month DD, YYYY) 

Name Family name / Given name(s): 

Name in original script (if applicable): 

Date of birth (optional) not used in the selection process 

Gender (optional) Optional — not used in the selection process 

Other names under which you 
have published (optional) 

Optional — not used in the selection process 

Current affiliation and position  

Work address Address: 

Tel: 

E-mail: 

Contact address (if different) Address: 

Tel: 

E-mail: 

 

Education 

Chronological order, oldest first. Date (Month YYYY) — Institution, Faculty/Graduate School — Programme/Degree — 
Graduated/Completed 

e.g., March 2004  Faculty of Science, XYZ University — B.Sc. — Graduated 

e.g., March 2009  Graduate School of Life Sciences, XYZ University — Ph.D. programme — Completed 

 

 

 

Academic degrees 

Date — Degree — Awarding institution 

e.g., March 2009  Ph.D. (Life Sciences), XYZ University 

 

 

Licenses and certifications (if applicable) 

e.g., medical licence, board certification. Leave blank if not applicable. 

 

 

Employment history 

Chronological order, oldest first. Date — Institution — Position (include all periods of employment at Kyushu University, in 
any capacity). End with “to present”. 

e.g., April 2009 – August 2012  Postdoctoral Fellow, Department of ABC, DEF Institute, USA 

e.g., September 2012 – present  Associate Professor, Graduate School of GHI, JKL University 

 



 

 

 

Professional memberships and service 

Academic societies (with offices held and years), editorial boards, review panels, committees. 

 

 

 

Honors and awards 

Awards and honors received (details may also be given in Form 2-6). 

 

 

  



Form 2-1 

Summary of Achievements 

As of: (Month DD, YYYY)        Name: ____________________ 

Category Number 

(1) Original articles (peer-reviewed only) Total: ____   (first author: ____) 

(2) International conference proceedings and review articles Total: ____   (in English: ____) 

(3) Books and book chapters Total: ____   (in English: ____) 

(4) Symposia, special lectures and invited lectures at 
international conferences (past five years) 

Total: ____ 

(5) Academic awards, patents, etc. Total: ____ 

  



Form 2-2 

List of Achievements — (1) Original Articles 

Peer-reviewed original articles only, in English or other international languages 

Name: ____________________        Page: ____ 

Number consecutively in chronological order (oldest first). Underline your own name. Mark up to ten representative articles 
with ○. Format: Authors: Title. Journal volume(issue): pages, year. 

1 ○  Kyudai T, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S, Hakata G: Long-term results of esophagectomy for early esophageal 
carcinoma. Hepatogastroenterology 40(3): 203–206, 1993 

2     Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T, Fukuoka S: Absorption cytometric DNA analysis of sections of gastric carcinomas 
and a comparison with cytofluorometry of single-cell suspensions and flow cytometry. Nature Genetics 14(3): 106–
109, 1996 

3 ○  Hakozaki S, Fukuoka S, Maidashi J, Hakata G, Kyudai T: Age-related characteristics of gastric carcinoma in young 
and elderly patients. Cancer 79(9): 1774–1780, 1998 

(The entries above are examples of the required format.) 

 

 

 

 

 

 

  



Form 2-3 

List of Achievements — (2) International Conference Proceedings and 
Review Articles 

Name: ____________________        Page: ____ 

Chronological order (oldest first). Underline your own name. State “(peer-reviewed)” or “(not peer-reviewed)” at the end of 
each entry. Articles in languages other than English may be listed with the title translated into English in square brackets. 

1  Kyudai T, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S, Hakata G: Long-term results of esophagectomy for early esophageal 
carcinoma. Hepatogastroenterology 40(3): 203–206, 1993 (not peer-reviewed) 

2  Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T, Fukuoka S: Absorption cytometric DNA analysis of sections of gastric carcinomas 
and a comparison with cytofluorometry of single-cell suspensions and flow cytometry. Nature Genetics 14(3): 106–
109, 1996 (peer-reviewed) 

3  Fukuoka S, Hakata G, Kyudai T: [A clinicopathological study of multiple colorectal cancers]. Stomach and Intestine 
32(8): 1019–1026, 1997 (in Japanese; peer-reviewed) 

(The entries above are examples of the required format.) 

 

 

 

 

 

 

  



Form 2-4 

List of Achievements — (3) Books and Book Chapters 

Name: ____________________        Page: ____ 

Chronological order (oldest first). Underline your own name. For chapters, give the editors, book title, pages, publisher, place 
and year, and indicate “(chapter)”. 

1  Kyudai T: [New Textbook of Surgery]. Nakayama Shoten, Tokyo, 1990 (in Japanese) 

2  Kyudai T: Regulation of the Ca–force relationship in permeabilized arterial smooth muscle. In: Moreland RS (ed): 
Advances in Experimental Medicine and Biology Vol. 304 — Regulation of Smooth Muscle Contraction. pp. 111–127, 
Plenum Publishing Company, New York, 1991 (chapter) 

(The entries above are examples of the required format.) 

 

 

 

 

 

 

  



Form 2-5 

List of Achievements — (4) Symposia, Special Lectures and Invited 
Lectures 

Past five years; exclude general (contributed) presentations 

Name: ____________________        Page: ____ 

Chronological order (oldest first). Underline your own name. Give the title, meeting, date and place, and indicate the type 
(symposium / special lecture / invited lecture / keynote). 

1  Kyudai T: [Total joint replacement and its problems]. Annual Meeting of the Japanese Federation of Surgical 
Societies, June 23, 1990, Kobe, Japan (special lecture) 

2  Kyudai T, Hakozaki S, Fukuoka S, Maidashi J: Differentiation effect of a rat bone marrow preadipocyte cell line (RCE 
A16) on a rat myelomonocytic leukemia cell line (c-WRT-7). 19th Annual Meeting of the International Society for 
Experimental Hematology, August 26–30, 1990, Seattle, USA (symposium) 

(The entries above are examples of the required format.) 

 

 

 

 

 

 

  



Form 2-6 

List of Achievements — (5) Academic Awards, Patents, etc. 

Name: ____________________        Page: ____ 

Chronological order (oldest first). For awards: awarding body, name of award, month and year. For patents: inventors, title, 
patent/application number, country, year, status (granted / pending). 

1  Kyudai T: Young Investigator Award, Japanese Society of Gastroenterological Surgery, October 1990 

2  Kyudai T, Hakozaki S: Method for …, Japanese Patent No. 1234567, granted April 1999 

(The entries above are examples of the required format.) 

 

 

 

 

 

 



交　付 金 額 年度交付金額合計

（千円）  （千円）  

1999 生命科学研究振興財団 ＊＊＊＊に関する研究 代表 1,000
文部省科学研究費 ○○○に関する研究 分担 1,125(4,500)

代表 1,000
分担 1,125

計 2,125
1998 厚生省長寿科学総合研究 ＊＊＊＊に関する研究 代表 1,500

（1997年度～99年度）
科学振興財団助成金 ＃＃＃＃に関する研究 代表 1,500
文部省科学研究費（基盤Ｂ） ＃＃＃＃に関する研究 分担 1,125(4,500)
文部省科学研究費（重点） ＄＄＄＄に関する研究 分担 3,450(9,000)

代表 3,000
分担 4,575

計 7,575
1999 厚生省長寿科学総合研究 ＊＊＊＊に関する研究 代表 1,500

（1997年度～99年度）
□□グループ福祉財団 ＃＃＃＃に関する研究 代表 1,500
厚生省○○委託研究費 ＄＄＄＄に関する研究 分担 1,200(6,000)
（研究事業補助金）
文部省科学研究費（基盤C） ＃＃＃＃に関する研究 代表 1,500

代表 4,500
分担 1,200

計 5,700
代表 8,500

最近５年間の集計 分担 6,900
計 15,400

様式3　（記入例）

 研究費採択状況（最近５年間）

氏名　九大　太郎

年度 助 成 金 等 の 名 称 研　　　究　　　題　　　目
代表、分
担の別



Form 3

Name:

Fiscal year Funding agency / programme Research title
Role

(PI / Co-I)

Amount allocated

to applicant

(JPY thousands)

Total grant, if

shared

(JPY thousands)

Notes (e.g., original currency and

amount; grant period)
Subtotal

Annual total

(JPY thousands)

PI 0

Co-I 0

Total 0

PI 0

Co-I 0

Total 0

PI 0

Co-I 0

Total 0

PI 0

Co-I 0

Total 0

PI 0

Co-I 0

Total 0

Research Grants Awarded (Past Five Years)

Amounts in thousands of Japanese yen (JPY thousands). Enter one grant per row; list fiscal years newest first. Yellow cells are for entry; grey cells contain formulas.



Fiscal year Funding agency / programme Research title
Role

(PI / Co-I)

Amount allocated

to applicant

(JPY thousands)

Total grant, if

shared

(JPY thousands)

Notes (e.g., original currency and

amount; grant period)
Subtotal

Annual total

(JPY thousands)

Five-year summary PI 0

Co-I 0

Total 0

3. Grants in other currencies: convert at the approximate exchange rate at the time of award and note the original currency and amount in column G.

4. Role: PI = principal investigator; Co-I = co-investigator / collaborator receiving a share of the grant.

5. Subtotals and totals are calculated automatically; please check the displayed figures.

Notes

1. Enter the amount allocated to you personally. If the grant was not allocated to individuals, enter the total grant in column F and divide it by the number of investigators to obtain the per-person amount in column E.

2. For multi-year grants, enter the amount allocated in each fiscal year. If the full amount was allocated at once, divide it by the number of years.



（様式４）

氏名：

番号

（様式２－２

〜２－４と同

じ）

種別 発表年 著者（掲載順。本人に＊を付す） 題名 誌名／書名／学会名 巻(号): 頁 DOI 又は PMID

査読

（あり／な

し）

本人の著者役割

（F / CF / S / T / L

/ C / CC / O）

代表論文

（○、１０編ま

で）

2-2-1 原著論文 1993 Kyudai T*, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S,

Hakata G

Long-term results of esophagectomy for early

esophageal carcinoma

Hepatogastroenterology 40(3): 203–206 10.xxxx/xxxxx あり F ○

2-2-2 原著論文 1996 Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T*, Fukuoka S Absorption cytometric DNA analysis of sections of

gastric carcinomas …

Nature Genetics 14(3): 106–109 PMID 0000000 あり T

2-3-1 総説 1997 Fukuoka S, Hakata G, Kyudai T* [A clinicopathological study of multiple colorectal

cancers] (in Japanese)

Stomach and Intestine 32(8): 1019–1026 あり L

2-4-2 分担執筆 1991 Kyudai T* Regulation of the Ca–force relationship in permeabilized

arterial smooth muscle

Advances in Experimental

Medicine and Biology Vol. 304

(Plenum, New York)

pp. 111–127 なし F

全論文リスト
本リストは参考情報としてのみ用います。インパクトファクター、被引用数その他の雑誌・論文指標は一切記載しないでください。選考は研究の質・独創性・インパクトを総合的に評価して行います。

黄色のセルに入力してください。末尾の件数は自動集計されます。全論文を古いものから年代順に、様式２－２（原著論文）・２－３（Proceedings・総説）・２－４（著書）と同じ番号を付して記載してください。



番号

（様式２－２

〜２－４と同

じ）

種別 発表年 著者（掲載順。本人に＊を付す） 題名 誌名／書名／学会名 巻(号): 頁 DOI 又は PMID

査読

（あり／な

し）

本人の著者役割

（F / CF / S / T / L

/ C / CC / O）

代表論文

（○、１０編ま

で）



番号

（様式２－２

〜２－４と同

じ）

種別 発表年 著者（掲載順。本人に＊を付す） 題名 誌名／書名／学会名 巻(号): 頁 DOI 又は PMID

査読

（あり／な

し）

本人の著者役割

（F / CF / S / T / L

/ C / CC / O）

代表論文

（○、１０編ま

で）

集計（自動計算）

記載論文総数 4

原著論文（査読あり） 2

　うち筆頭・共同筆頭（F, CF） 1

　うち責任・共同責任・最終著者（C, CC, L） 0

総説・Proceedings 1

著書・分担執筆 1

代表論文（○）の数 1

２．著者役割：F＝筆頭、CF＝共同筆頭、S＝第２、T＝第３、L＝最終、C＝責任著者、CC＝共同責任著者、O＝その他。複数該当する場合は F, CF, C, CC, L, S, T, O の順で最初に該当するものを記入してください。

３．代表論文１０編以内にK列で○を付してください（様式２－２で○を付した論文と一致させてください）。

４．受理済未掲載の論文はG列に「 in press」と記入し、掲載証明書を添付してください。

５．インパクトファクター、被引用数、Q値、 h-index 等の指標は本様式のどこにも記載しないでください。

記入上の注意

１．種別は「原著論文」「総説」「Proceedings」「著書」「分担執筆」「その他」のいずれかを記入してください（自動集計に用います）。



Form 4

Name:

No.

(same as

Forms 2-2 to

2-4)

Type Year
Authors (published order; mark your own name

with *)
Title Journal / Book / Conference

Volume(Issue):

Pages
DOI or PMID

Peer-reviewed

(Yes / No)

Applicant's author

role

(F / CF / S / T / L / C

/ CC / O)

Representative

paper

(○, up to 10)

2-2-1 Original article 1993 Kyudai T*, Maidashi J, Hakozaki S, Fukuoka S,

Hakata G

Long-term results of esophagectomy for early esophageal

carcinoma

Hepatogastroenterology 40(3): 203–206 10.xxxx/xxxxx Yes F ○

2-2-2 Original article 1996 Maidashi J, Hakozaki S, Kyudai T*, Fukuoka S Absorption cytometric DNA analysis of sections of gastric

carcinomas …

Nature Genetics 14(3): 106–109 PMID 0000000 Yes T

2-3-1 Review 1997 Fukuoka S, Hakata G, Kyudai T* [A clinicopathological study of multiple colorectal cancers]

(in Japanese)

Stomach and Intestine 32(8): 1019–1026 Yes L

2-4-2 Book chapter 1991 Kyudai T* Regulation of the Ca–force relationship in permeabilized

arterial smooth muscle

Advances in Experimental Medicine

and Biology Vol. 304 (Plenum, New

York)

pp. 111–127 No F

Complete List of Publications
This list is used as REFERENCE INFORMATION ONLY. Do not enter journal impact factors, citation counts or any other journal or article metrics. Candidates are assessed through a holistic evaluation of the quality, originality and impact of their research.

Yellow cells are for entry; the counts at the bottom are calculated automatically. List all publications in chronological order (oldest first), numbered consistently with Forms 2-2 (original articles), 2-3 (proceedings and reviews) and 2-4 (books).



No.

(same as

Forms 2-2 to

2-4)

Type Year
Authors (published order; mark your own name

with *)
Title Journal / Book / Conference

Volume(Issue):

Pages
DOI or PMID

Peer-reviewed

(Yes / No)

Applicant's author

role

(F / CF / S / T / L / C

/ CC / O)

Representative

paper

(○, up to 10)



No.

(same as

Forms 2-2 to

2-4)

Type Year
Authors (published order; mark your own name

with *)
Title Journal / Book / Conference

Volume(Issue):

Pages
DOI or PMID

Peer-reviewed

(Yes / No)

Applicant's author

role

(F / CF / S / T / L / C

/ CC / O)

Representative

paper

(○, up to 10)

Summary (calculated automatically)

Total publications listed 4

Original articles (peer-reviewed) 2

  of which first / co-first author (F, CF) 1

  of which corresponding / co-corresponding or last author (C, CC, L)0

Reviews and proceedings 1

Books and book chapters 1

Representative papers marked (○) 1

2. Author role: F = first author; CF = co-first author; S = second author; T = third author; L = last author; C = corresponding author; CC = co-corresponding author; O = other. Where more than one applies (e.g., first and corresponding), enter the first that applies in the order F, CF, C, CC, L, S, T, O.

3. Mark up to ten representative papers with ○ in column K; these should be the same papers marked ○ in Form 2-2.

4. For articles accepted but not yet published, enter "in press" in column G and attach proof of acceptance.

5. No journal or article metrics (impact factor, citation counts, quartiles, h-index, etc.) should be entered anywhere in this form.

Notes

1. Type: enter one of "Original article", "Review", "Proceedings", "Book", "Book chapter" or "Other" (used for the automatic counts).



Form 5 / 様式 5 

Declaration Regarding Prior Disciplinary Action 

懲戒処分等に関する申告書 

To: Chair, Professor Selection Committee, Department of Multidisciplinary Life Science, Medical Institute 
of Bioregulation, Kyushu University 

九州大学生体防御医学研究所学際生命科学部門 教授候補者選考委員会委員長 殿 

Purpose of this declaration / 本申告書の目的 

Kyushu University is committed to providing a safe learning and working environment for its students. In line 
with guidance from the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), all applicants for 
academic positions are asked to declare whether they have previously been subject to disciplinary action or 
similar measures on grounds of sexual violence, including sexual harassment, against students. Submission of 
this form is required of all applicants regardless of their answer. 

九州大学は、学生にとって安全な学修・就業環境の確保に努めています。文部科学省の要請に基づき、教

員公募への応募者全員に対し、過去に学生に対するセクシュアル・ハラスメントを含む性暴力等を原因と

して懲戒処分等を受けたことがあるか否かの申告をお願いしています。本申告書は、回答の内容にかかわ

らず応募者全員が提出してください。 

Confidentiality / 秘密保持 

This declaration will be treated in confidence. It will be disclosed only to the members of the Professor 
Selection Committee and the personnel staff responsible for this recruitment, will be used solely for the 
purpose of this selection, and will be handled in accordance with Kyushu University’s rules on the protection of 
personal information. 

本申告書は秘密として取り扱い、教授候補者選考委員会の委員および本公募を担当する人事担当職員以外

には開示しません。本選考の目的以外には使用せず、九州大学の個人情報保護に関する規程に従って取り

扱います。 

Declaration / 申告 

I declare that I have (please tick one) / 私は、以下のとおり申告します（いずれかに ✓）： 

☐ 
NOT been subject to disciplinary action or similar measures on grounds of sexual violence, 
including sexual harassment, against students. 

学生に対するセクシュアル・ハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分等を受けた

ことはありません。 

☐ 
BEEN subject to disciplinary action or similar measures on grounds of sexual violence, including 
sexual harassment, against students. Details are given below. 

学生に対するセクシュアル・ハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分等を受けた

ことがあります。以下に詳細を記載します。 

 

If “been subject to”, please provide details / 「あります」の場合、詳細を記載してください： 

Institution / 機関名 — Date of the action / 処分等の年月 — Nature of the action (e.g., dismissal, suspension, reprimand) / 

処分等の内容 — Specific grounds / 具体的な事由 

 

 



 

 

Confirmation / 確認 

I confirm that the information given above is true and complete. I understand that any false statement may 
result in the withdrawal of an offer of appointment or, after appointment, in disciplinary action. 

上記の記載内容が真実かつ完全であることを確認します。虚偽の記載があった場合には、採用の取消しま

たは採用後の懲戒処分等の対象となりうることを理解しています。 

 

Date / 日付  

Name (printed) / 氏名  

Signature / 署名  

 

A scanned copy of the signed form may be submitted with the online application. / 署名済みの本様式はスキャンし

たものをオンライン応募書類に含めて提出できます。 


